
RFIDの利用について
マーケット１ マーケット２

～複数事業者間を移動～ ～単一事業者でコントロール～

ICタグ ID or データ

商　流 物　流

商品名

HSコード等

価格

取引先 ≒ 配送先

納品期限 ≒ 配送時間

危険物か否か　

大きさ

重さ

運賃

荷主名

利用便名

メーカー等
物流会社

【留意点】・データ書き込みをしても、データ破損に備えてサーバーバック
アップは必要
・書き込み型タグは、コスト劣位で普及が難しい

・コスト負担者と便益受容者が乖離する

サーバーアクセス型システムを使う場合標準化はIDのみでよい

ハードには依存しない（標準化したほうが便利ではある）

※一部、高速回線がつかえない地域は書き込みも必要かも？

サーバー サーバー

・電子シール（書き込み型RFID）

　→24時間ルール、CSI対応からの要請あり
¥2,000～¥9,000程度

・JR東日本のSUICA等　リユースされるもの

・航空会社のULDやJRコンテナの識別

・パレットの識別　　　　　　　　　　　　　　　等

アクセスコントロール

アクセスコントロール

（ﾄﾚｰﾄﾞｼｰｸﾚｯﾄ有）


